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環境分析化学分野と組織化にたずさわって
第二技術室化学計測班 瀬戸六左衛門
1 環境分析化学とのかかわり
4 2年前、本籍はL学部L業化学科で採用され、現住所は応用理学教室基礎化学講座勤務
で、現在の技術部のようでした。 k:;用理学教室は、現在の共通教育センターの工学部版で、
学部学聖はいなく 当時、化学系の工業化学科と織』在染料学科の物理化学実験を担巧し、 2
年後に繊維染料学科の分析化学実験を担当、その 3年後に工業化学科の分析化学実験の担当
をしました.卒論生は、同学科から希望する学生が配属され、それまでは2-4名だったの
が、ヨ年後には 8~IO 名となりました。 7 年後の昭和 46 年に応用 lq'学教室に配置換えと
なり、本籍 現住所が一致することとなり、その後、宅物応用化学科、技術部所属となりま
した図
業務の学生実験は、分析化学、物醍化学実験で、 I山j学科同 時間帯で、当初は2学科 70 
名だったのが80名、 90余名とな旬、現在では考えられない数で 斉に行い、しかも通年
の必修4単位でした.1週間の内、 3. 5-4日は学生実験の準備指導で追われ、純本は 1
0しピンを6阿運ぶことが余儀なくされていました.このマンモス学生実験で，昭和 55年
頭、事故が起きました。試料が足りなくなり研究室で調整している時であった。「共沸混作物
による酢酸の濃縮jというテーマの実験で、学と主が操作手順でベンゼンの入れ忘れに気づき、
加熱状態でベンゼンをいれたため、 一気に気化し液体が飛散し顔にかかりヤケドを負い ベ
ンゼンは燃えたという事故であった，その後、学生は幸いにして元通りに阿復し、事無きを
得たのですが、これを教訓に対策として廊下には緊急シャワーが取り付けられ、化学系の学
生は安全保険に加入することとなりました。シャワーは、工学部l号館 l号棟で見かけたと
とがあると思います。マンモス授業 実験も、平成元年に、生物応用化学科勤務となり、こ
の年から新たなカリュキュラムが作成され、共通科目としての化学実験単位数の減や半数の
学生数での実験となり、己年後には共通科目としての化学実験がなくなりました。
研究実験は、所属講座が分析化学でしたので、今日まで環境試料中の微昼金属成分の分離・
分析、定量法の確立・開発業務でした。附荊142年より 51年まで、 )t煩竜川系水域、真名
川系本域の水質及び底質の受託試験依頼があり、その試験検査を行いました。ダム建設後の
溶tL¥汚濁検査、今でいう環境アセスメントが目的でした。この情報が漏れ、|日和泉村の本質
調査依頼があり、分析結果は有機物が非常に少なくきれいで、白山連邦二/峰からの伏流水
であり、ワサビ栽培に適し、苔等が生えるオくを利用すると良いとの助言をしたこともありま
す。また、大野の中立鉱山の分析やて場排水の分析依頼も多くありました a 工場排水分析で
は、 R社の排水に問題があり、関係機関から指導が入りました.附属華護学校の井戸水は、
!¥ a. K.蒸発残留物等が基準植を超えていたため、.k学当局に進言し、井戸dくから上水道
に切り替えさせました a 大学所有「の農場や馬術場の飲料水の分析結果も同様で，梅本が九顕
竜川を遡り足羽川に進入し地下に浸漬した結果だと思います。
研究室では分析結果はでますが、原因の究明には現地視察が必要で、試料採取にも近〈に
何があり、どのようになっているのかを知ることが大切です.
分離法は、共沈法、共沈浮選法、抽出法を用い、電気化学分析法として交直及び高感度ポ
ラ口グラフィ一、光による分光光度計、後に原子政光光度言!を用いて定量を行いました。
最近は 地球にやさしい分析法として、廃液処JI!の観点から少量の試料を用い、できるだ
け少量の有機溶媒を使用し、高感度の定量11;が求められており、この観点から固相抽出法が
有効とされ、との方法でブエノー}vや非界面活性剤等の定量を試みてきましたロ
金属イオンがキレート鉛体を形成することを利用し、約 10積類の金属イオンを有機キレ
ート錯体共沈浮選法による定量の開発を行いました.また、金属イオンとあるキレート試薬
との特異的な反応を利用し、スポット発色による定量法として、昨年、ポリピニルアルコー
ル膜を用いての研修をし報告をしました。これは、リトマス試験紙のように酸性なら亦色、
」二業化学科で採用され、現住所は応用理学
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アルカリゲ!なら青色というようにスポット発色による方法で、簡単操作で迅速にしかも安価
で持ち運びが飛という分析法を模索して行ったテーマです，しかし、再現性がやや悪く、実
用には改良の余地があります。メーカーでも開発はしており、市販品で何!iIi類かの金属の定
量ができますが かなり高価です。
水質調責等でのフィーJレドワークの際、現場で簡単に処理!できることが生のデーターとし
ては生かされ、日を置くと徐々に変化するため、簡単な装置や軽くて持ち運びが業で、現場
で処理操作ができる方法の開発が念頭にあったからです@
機器による分析は、 ppmから pp b、pP tへと超微量分析が可能となていますが、ど
の機器も庁能ではなく 前処理、前濃縮、分離操作が必要で 1 効果的な方法の閣発や状態分
析 地球にやさしい分析法等の開発が求め続けられて行くだろうと思います。
2.組織化にかかわって
妓術職員の処遇改善については、 20数年来検討されてきましたが、 1 9 8 ;) {-手(昭和6
0年) 8月の人事院勧告で「専門的な知識、技術等を必安とする特定分野の職員の処遇の適
正化を図るため、これら職員を対象とする専門行政職俸給表を新設する」ことを明示し、 4
省1:J臓種に適用しましたが、文部省関係の技術職員は適用対象から除外されました。文部
作は、 86年3月に文部行第一事案(大学ー両専の教育研究に関わる技術職員への専門行政
職俸給表適用問題について)を発表し、検討の方向性を示しました，その後、国立大学協会
第4常置委員会から度々「技術職貝問題について」が出され、 87年 11月の「再び技術職
員問題について」が最終ベースとなり各大学で組織化の議論が始まりました。
ノ十、学では、 88年 5!J頃から話し合いが始まり、日 9年2月に「士学部技術職員組織化問
題ワーキンググループ」が発起しました.組織は、 70年代の「大学紛争」時の議論を踏ま
え、教官 事務組織ー技術部組織の夫々の組織が独立した並列型の形態で、技術職員の職務
形態止びその特徴からスタッフ制を基本とし、 l、上位級定数確保による待遇改善2、職務
的訴の明略化3、専門性の明確化4、研修の実施を目的とし、全員が専行職へ移行すること
を前提としていました.
評議論になったのは、「と」と「にJで、「技術職員は特別な知識及び技術を必要とし、
教員と協同して行う技術開発、加えて開発された技術をもって行う情報の提供業務に従事す
るj という職務規程と h ・ 教官の指導のもとに行う各種研究、実験、測定、分析 検査
等の職務」という職務規程をめぐってでありました図約3ヶ月ぐらい議論の末、現在の規程
に落ち着きました a 全国の技術部組織の中で、このような職務規程をしたのは本学だけであ
り、大切な主として欲しいと思いますa
教員組織は、ほぽ臼己完結型の組織で、職務職階制となっており、事務組織は部、課長制
の組織、つまりライン制の組織形態で職制、ポストにより処遇されています。技術部組織は、
先にも述べましたが スタッフ制の形態が最適と思われる。それは、技術職員の職務の特徴
にあり、 l、職務は、事務職員と同じように職務を定型化することができない。マニュアル
化しにくい職で、創意、工夫、民術開発などが求められる職務。 2、職務形態は専門職とな
っている，教育・研究に関するテーマの内、技術的職務を中心に行い、その技術内容は職務
を遂行する技術職員に与えられていると云つでも過言でない。換言すれば、職務の自由裁量
権がよさく、緩やかな監督を畳ける職.3.実験装置や機指類については完成品としてでは
なく、それを加L 改良(性能向ヒ)を要する技術的職務 o 4、学部学生・院生などの実験
実習を技術的指導により対止している職務。目、研究の多様化に伴い、社会の肢先端の技術
を身につけることが求められ、職務ヒ得られた技術などは継承及び保存し、社会1=還元すべ
き性格を持っている職務に従事しているためである。しかし、評価しにくい職であり、「選考
基準Jはあるものの処遇に反映されているとは云い難く、人事担当が代わると、今までの経
緯・運用が忘れ去られます。処遇としては 別立て俸給表の適用が望まれます。
組織化に関わり、今日まで色々な提言等をしてきましたが、要は白分たちが自律心を持ち
何をしたいか、 {ilIができるのか、どのようにして技術を発現するかではないでしょうか。
定員削減、不補充によη組織が縮小してきていますが、ニーズにより補充させている太学
もあります.基本的なことを押さえ、プラス思考で発展させて行かれるごとを願っています，
最後に、永い問お位話になり、ありがとうございました。
4 p
j
です.
万
)年(
i'iは 付
.
1=r
。
内容 雌
a
民
。
しいと思いますロ
技
かな監督を畳ける職。 器
ロ
作I たいか、何
るごとを願っています，
